


■キャラクター紹介



香
こう

月
づき

文
あや

梨
り

ピンサロでアルバイトをしている女子
大生。何百人にもフェラをしてきたが
処女でキスも未経験。父親とふたり暮
らしで仲がよく、毎週末デートしてい
る。

香月甚
じん

介
すけ

文梨の父。妻とは十年前に死別。以降
は恋人もつくらず仕事と子育てに専念。
風俗にも数えるほどしか行ったことが
ない。



　その夜、たまたま入ったピンサロで、
香
こう

月
づき

甚
じん

介
すけ

は愛する一人娘と遭遇した。
（文

あや

梨
り

……!?　どうしてこんなところ
に……）
　どうしてもなにも、文梨がこの店で
働いているからに決まっている。
（パパ……!?　どうしてこんなところ
に……）
　目を丸くしている娘の表情からも、
同じ思いが読み取れた。
　どうしてもなにも、溜まったものを
放出しにきたに決まっているのだが。
　いや、ふだんの甚介はこういう店を
利用しない人なのだ。
　それが、同じ部署の後輩である大

おお

竿
さお

豪
ごう

太
た

と居酒屋をはしごしていたら、
「甚さん、抜き行きましょ、抜き！　



俺もうパンパンでヤバいんすよ！」
　などと繁華街を歩きながら大声で訴
え出したので、わかったわかったとな
だめつつ、ちょうど通りかかったこの
店に人目から逃れるようにして飛び込
んだというだけのことで――。
（まあ、せっかく来たからには抜いて
く気は満々だったわけだけど……）。
　まさかそこで実の娘と出くわすなど
とは想像もしていなかったし、想像で
きるわけがない。
　せめてもの救いは、甚介についたの
が文梨だったというわけではなく、隣
のボックスで股間をふくらませている
豪太のもとへやってきたのが彼女だっ
たということだろうか。
　とはいえ、これから後輩のペニスを
娘がしゃぶるのだと考えると、救いも
なにもあったもんじゃない。
　ひさびさに誰かにかわいがってもら



えるという期待に元気をつけはじめて
いたムスコも、いまや完全に戦意を喪
失して皮の中へと潜り込もうとしてい
る。
「こんばんはぁ、リアでぇす。よろし
くお願いしまぁす」
　甚介の隣に座ったキャストが、ぴっ
たりと身を寄せてきた。学校の制服を
模したぺらぺらのコスチューム越しに
あたたかな体温が伝わってくる。
　異性とそんなふうに密着することす
ら、かなりひさしぶりのことだった。
十年前に妻と死別してからは女性との
性交渉など風俗店で数えるほどしかし
てこなかったし、本来ならそれだけで
もフル勃起させてしまうところなのだ
が。
（娘の前でしゃぶられるわけにもいか
ないしなぁ……）
　狭い通路を挟んだむこうのボックス



を見やると、文梨がちらちらと甚介の
ほうをうかがいながら、豪太に肩を抱
かれて愛想笑いを浮かべている。店内
の音楽が邪魔をして話す声までは聞き
取れなかった。
（さすがに文梨も俺のことが気になっ
てるみたいだな）
　彼女だって、父親の前でフェラチオ
などしたくはないだろう。
（あっ、あいつ……！）
　豪太はミニスカートから伸びた文梨
の太腿に手を置いて、無遠慮にむにむ
にと揉み込んでいる。しかし客から
キャストへのタッチは許されている行
為なのだ。そればかりか、この店は女
の子の膣に指を一本までなら入れても
いいことになっている。
（あいつが文梨に……）
　想像したら、頭よりも先に股間が怒
り出していた。



「わぁ、かったぁい」
　気づくとリアが甚介のペニスに手を
伸ばし、ズボン越しにその感触をたし
かめていた。
「ぅおっ、リアちゃんっ……！」
「お兄さん、結構ちんこデカいですよ
ね？　しゃぶり甲斐ありそぉ」
　布ごと勃起を握りしめて、こすこす
と軽く擦ってくる。それだけで頬がゆ
るんでいくのを自覚して、甚介はあわ
てて顔を引き締めた。
　ちらりと文梨のほうへ目をやると、
彼女の視線が甚介の下腹部へまっすぐ
注がれているのが見て取れた。
（まずい、勃ってるの見られてる……）
　少しでも娘の目からブツを隠すため
に腰をよじろうとしたら、リアが股間
に覆いかぶさってきて、動きを封じら
れてしまった。
（そうか、十分で回転ってことだった



から、即抜きに来るわけか……って
待って！）
　そんな内心の叫びもむなしく、リア
は甚介のベルトを手早くゆるめ、パン
ツごとズボンを一気に膝下まで引きず
り下ろしてしまった。
（あぁっ……！）
　真上を向いてそびえ勃ったモノが
あっけなくさらされてしまい、甚介は
おそるおそる文梨のようすをうかがっ
た。
「…………」
　文梨は豪太に胸を揉まれながら、ぽ
かんと口を開けてまっすぐに甚介の勃
起を見つめていた。
（見られた……娘にフル勃起チンポ見
られた……）
　呆然とする甚介などおかまいなしに、
リアはペニスをおしぼりで拭き清める
と、ちろちろと舌の先端で亀頭をいや



らしく舐めはじめた。
　異様な状況だというのに、数年ぶり
に味わう女性の舌の感触がたまらなく
気持ちよくて、されるがままになって
しまう。
　荒い息をつきながら横目で文梨のよ
うすをうかがっていると、むこうも豪
太の下半身をむきだしにして、勃起し
たものに顔を近づけていくところだっ
た。
（文梨ぃ……）
　娘の愛らしい唇が、後輩の汚いモノ
にキスをする。そのとき文梨がちらっ
とこちらに目を向けて、うっかり視線
がまともに交わった。
　文梨はあわてたふうに豪太の股間に
目を落とし、伸ばした舌を竿にからめ
ていく。さすがに見ていられず、甚介
はがっくりとうなだれた。
「お兄さん、ずっとあっちの席ばっか



り見てるぅ」
　れろれろと竿の裏側を舐めまわしな
がら、リアが不満げな声をもらす。
「アヤちゃんのほうが好みですかぁ？　
指名もできますけどぉ」
「あ、いや、違う違う、あいつが後輩
なもんだから」
「あー、男同士ってちんこ気にします
もんねぇ。だいじょぶですよぉ、お兄
さんのほうがデカいもぉん」
　あむっと亀頭を口に含まれ、甚介は
腰をふるふる震わせた。
（ってか文梨、アヤって源氏名はその
まますぎるだろ……）
　とにかく、いまはリアちゃんの舌技
に身を任せて、いったん文梨のことは
忘れよう。まずは出すものを出して身
も心もすっきりしてからでないと、ま
ともに頭もまわらない。
「リアのおまんこもいじってぇ」



　ねだられるまま、甚介はリアのス
カートに手をくぐらせ、やたら面積の
小さいパンツをずらした。ぬめりの源
泉を探り当てて指を浅く沈めると、リ
アのおしゃぶりに熱が入ってくる。
（この子も文梨と同年代くらいだよ
な……）
　そんな女の子の膣内を、娘のすぐそ
ばでいじっているのだ。
　またこわごわ文梨に目を向けると、
豪太の下腹部で頭をゆっくり上下させ
ていて、あちらの表情はうかがえな
かった。
　かわりに、ソファーに片足を上げて
大きく足を広げているので、あろうこ
とか娘の秘部が丸見えになってしまっ
ていた。パンツを足首にからませ、豪
太の指を中に受け入れて、結構な勢い
で出し入れされている。手が邪魔をし
て性器の詳細までは見て取れなかった



が、それでもあまりに衝撃的な情景で
はあった。
　つられたわけではないが、リアの肉
襞を摩擦する甚介の指もだんだんと速
度を増していった。それに応じるよう
にリアもまた、甚介のペニスをより激
しく口内に出し入れしながら、小さな
手のひらで睾丸まで揉み込みはじめる。
　腰の奥から放出のきざしがじわじわ
とこみ上げてくるのを感じて、甚介は
無意識に文梨のほうへ顔を向けていた。
　いつのまにか体勢を変えていたらし
く、もう秘部は隠されていたが、今度
は豪太のペニスが文梨の口に出入りす
るようすがモロに見えてしまっている。
　むこうも視線を感じたものか、文梨
がすうっと目を上げて、またも親子の
視線がからみ合った。
　悩ましく眉根を寄せて生のペニスを
しゃぶるその姿に、射精感が一気に高



まる。
「リアちゃんっ、もうそろそろ……」
　さすがに心得たもので、リアはすか
さず唇をすぼめてほどよい圧迫感を与
えながらペニスの半ばからカリ首まで
を勢いよく刺激して、精液を搾り出し
にかかってきた。
　たまたま同じタイミングで豪太も絶
頂に向かいはじめたのか、文梨の顔が
上下する動きも激しくなってきて、や
がてリアの動きと完全に重なり合った。
（ダメだっ、これはまずいっ……！）
　文梨の動きにまるっきり合わせて、
リアの口によってペニスに快感が送り
込まれてくるのだ。
　あたかも文梨にしゃぶられているよ
うな錯覚さえおぼえて、甚介は限界を
迎えた。
「出るっ……！」
　娘と目を合わせたまま、甚介は腰を



跳ね上げた。
　すさまじい快感をともなって尿道を
熱いものが駆け抜け、文梨の――いや、
リアの口内へと何度も打ち放たれてい
く。
　長い射精だった。
　かつてないほど深く、大きな快感が
腰から四肢へと広がって、がくがくと
全身を震わせてしまう。
「んむっ、むぅっ、んっ、んくっ、ん
くっ、ぷぁっ……」
　けほけほと咳き込みながら、リアが
股間から顔を上げた。
「お兄さん、量すごぉい……飲みきれ
なかったの初めてだよぉ」
　濡れた唇から受け皿にした手のひら
へと白濁を滴らせながら、リアはうっ
すら涙を浮かべた目を困ったように細
める。
「ご、ごめん……」



「ううん、こんないっぱい出してくれ
てうれしい。待ってね、ちゃんとぜん
ぶ飲むから」
「いや、そこまでしなくても――」
　リアは唇についた精液を舐め取り、
手に落ちたものを啜り上げて、いまだ
に垂直に屹立したまま身を震わせてい
るペニスも舌で丁寧に清めていった。
　半ば放心状態で身を任せつつ文梨の
ほうへ目を向ける。
（あれ？）
　文梨は口元にあてたティッシュに精
液を吐き出すと、ふにゃりと垂れ下
がった豪太のモノをおしぼりで拭きは
じめた。
「……リアちゃん、ごっくんはみんな
してるの？」
「え？　あー、あんまりしないんじゃ
ないかなぁ。あたしはノッてるときは
勢いで飲んじゃうけど」



「……お掃除も？」
「うん。デカチンやっつけるとめっ
ちゃ勝った気分になって、そんでかわ
いく思えて舐め尽くしちゃう」
「……エッロ」
「えへへぇ」
　さすがにこのあと女の子がチェンジ
してもどうにもならないし、甚介はそ
のままリアを場内指名して時間が来る
まで雑談を楽しんだ。
（ べ、 べ つ に リ ア ち ゃ ん を 気 に
入ったからとかじゃないんだから
なっ……！）
　などと自分に言い訳しつつも、い
ちゃいちゃちゅっちゅしながら至福の
ひとときを過ごした甚介なのであった。
　文梨は豪太の席を離れたあと、ふた
たび甚介の視界にあらわれることはな
かった。
　店を出ると、文梨についての感想を



聞かされるのがおそろしくて、上機嫌
でスナックに行きたがる豪太をその場
に残し、甚介はひとりタクシーで逃げ
帰った。

　　　　　♡

　甚介がシャワーを済ませてリビング
で缶ビールを飲んでいると、文梨が廊
下から音もなく入ってきて、肩を丸め
るようにして奥の階段をのぼっていっ
た。
　そのようすを見て、やっぱりピンサ
ロにいたのは文梨本人で、他人の空似
などではなかったのだとあらためて思
い知った甚介だった。
　どこかで人違いであってほしいと願
う気持ちがあったのだが、それは文梨
にとっても同じだったに違いない。
　いつもなら文梨がビール一本だけ付



き合ってくれる楽しい晩酌も、この日
ばかりはさみしいものとなったのだっ
た。
　翌朝に顔を合わせたときはいたって
ふだんどおりの文梨で、いっしょに朝
食をとりながら大学の話やら近々予定
している旅行の話やらをして、それき
り親子間の雰囲気は以前と変わらない
ものに戻ったのだが――。
　やはり甚介としては、なぜ文梨がピ
ンサロなどで働いているのか、それは
いつからなのか、いったいどういう思
いでやっているのか……と、そうした
ことを聞きたくて聞きたくてたまらな
いというのが本音だった。
　しかし、それとなくバイトの話や恋
愛の話などを振りつつ、自然に本題へ
持っていこうと試みても、いつもはぐ
らかされてしまう。それも無理に話題
を変えたりとか、不機嫌をあらわに部



屋に戻ってしまうとか、そういったこ
とはなく、気づくと毎回、見事に話を
そらされて、ひとしきり会話を楽しん
でから自室に戻り、
（しまった、また聞きそびれた……！）
　と歯噛みするという始末で、どうや
ら娘のほうが一枚も二枚も上手のよう
だった。
　とはいえ、月末には親子ふたりで泊
まりの旅行なのである。家とは違い、
同じ部屋に布団を並べて寝るのである。
　それまでにはいろいろはっきりさせ
て気持ちを整理しておかないと、なに
かとんでもないあやまちを犯しそうで、
それが甚介は怖かった。
　だから、確実に文梨に逃げられない
状況で腹を割って話すために、甚介は
文梨ことアヤを指名してふたたびピン
サロへと赴いたのだった――。





■サークル「破滅乱淫オーガズム」作品一覧
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◎既刊—————————————————————

① 委員長・静井莉子の露出自慰日記
 ～優等生のカゲキなイキぬき～

② ロリのふりして脱法露出！
合法ロリでも外で脱いだら違法です !!

③ 露出体験告白１ イキすぎた公開絶頂

④ 着衣女性×露出男性 勃起見せつけ体験集１

⑤ 時間停止能力を手に入れて露出オナニーを
　 満喫してたら人生終了しちゃった話

⑥ 露出体験告白２ 痴女たちの全裸淫戯
　 （『全裸になりたいわたしたち 露出体験告白２』改題）

⑦ 身動きできない満員電車でロリたちに
　 勃起を勝手に出されて射精させられた話

⑧ イメージビデオに出演したら挿入がないだけで
　 ほぼＡＶみたいな撮影だった話

⑨ 着衣女性×射精男性 勃起見せつけ体験集２

⑩ イトコのねーちゃんに女湯で射精させられて
　 家でエロいことしまくった夏の話

⑪ 露出痴女図鑑

⑫ 女の子が勃起チンポを見てくれるだけの本【ＪＫ編】

⑬ 露出絶頂体験 街で、オンライン会議で、混浴温泉で……

⑭ 露出体験告白 公然のイキ恥さらし

⑮ ピンサロで遭遇した愛娘に生フェラされながら

　 手マンしてイカせてしまった話



◎近刊—————————————————————

＊ 国民的清純派女優・浜瀬架帆
　 本気のセックスを映画として上映するため彼女は女優になった

＊ 男は誰もがチンポの虜 兜合わせ体験集

＊ 怪淫譚 心霊絶頂体験集

＊ 娘がアダルトライブチャットをしていたので
　 エロいリクエストをしまくった話

　（近刊の発売順は変更になる場合があります）

★各電子書籍ストア、ダウンロード販売サイトにて発売中！

　（ストア、サイトによっては規約の関係上、

一部扱いのない作品があります）


